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　平成 29 年度一般会計及び９
特別会計予算（総額 2,854 億
4,532 万８千円）並びに議案第
60号「藤沢市農業委員会の選挙
による委員の定数を定める条例
の全部改正について」ほか８議
案、計 19 議案は、３月６日に
設置された予算等特別委員会に
おいて９日間にわたり審査が行
われました。
　その結果、３月 22 日の本会
議で全て可決されました。
　ここでは、予算等特別委員会
の審査の概要をお知らせします。

委員長 井上　裕介
委　員 土屋　俊則
　〃　 山口　政哉
　〃　 原田　伴子
　〃　 柳田　秀憲
　〃　 堺　　英明
　〃　 平川　和美
　〃　 渡辺　光雄

副委員長 武藤　正人
委　員 山内　幹郎
　〃　 清水竜太郎
　〃　 西　　　智
　〃　 脇　　礼子
　〃　 友田　宗也
　〃　 東木　久代
　〃　 神村健太郎

ロ
ボ
ッ
ト
産
業

子
ど
も
世
代
か
ら
の
継
続
し
た
事
業
を
実
施

体
験
等
に
よ
り
人
材
育
成
に
つ
な
げ
る

 

教
育
長
に
平
岩
氏

 

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
等
に
も
同
意

　
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
か
か

わ
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
先

日
実
施
さ
れ
た
少
年
少
女
ロ
ボ

ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
藤
沢
な
ど

の
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
少
年
少
女
ロ
ボ
ッ
ト
セ

ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
藤
沢
は
、
近
い
将

来
身
近
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
る
社

会
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
し
て
お
り
、
小
中
学

生
が
楽
し
み
な
が
ら
ロ
ボ
ッ
ト

に
関
す
る
知
識
や
体
験
を
得
る

と
い
う
意
味
で
、
人
材
育
成
事

業
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
協
力
し
て
も
ら
う
高
校

生
や
大
学
生
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

つ
く
り
方
を
小
中
学
生
に
指
導

す
る
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

の
難
し
さ
、
奥
深
さ
を
実
感
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
ま
た

人
材
育
成
に
な
る
。

　

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
将

来
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
か
か
わ
り
、

本
市
か
ら
未
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
ク

リ
エ
ー
タ
ー
が
生
ま
れ
る
よ
う
、

今
後
も
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
事
業
を

子
ど
も
世
代
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　
消
防
団
員
の
装
備
の
充

実
強
化
と
し
て
、
携
帯
型
移
動

局
無
線
機
と
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無

線
機
の
配
備
が
拡
充
さ
れ
る
が
、

効
果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
携
帯
型
移
動
局
無
線
機

に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
と
の

相
互
連
絡
や
各
分
団
間
で
の
交

　
学
校
図
書
館
の
管
理
運

営
に
関
し
て
、
学
校
図
書
館
専

門
員
の
活
動
状
況
及
び
今
後
の

方
向
性
と
、
学
校
図
書
館
を
地

域
へ
開
放
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
学
校
図
書
館
専
門
員
は

小
中
学
校
全
54
校
に
配
置
し
て

い
る
。
配
置
に
よ
っ
て
書
架
が

整
理
さ
れ
て
見
や
す
く
な
っ
た
、

図
書
館
の
整
備
が
進
ん
だ
、
利

用
率
が
上
が
っ
た
な
ど
の
効
果

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
図
書
館
専
門
員
と
教
職
員
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
て
、
さ
ら
に
学

校
図
書
館
を
活
性
化
す
る
た
め
、

学
校
図
書
館
の
運
営
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
し
た
。
今
後
は
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
の
っ
と
り
活

動
を
進
め
て
い
く
中
で
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　

学
校
図
書
館
の
開
放
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
方
の
利
用
に
有

効
で
あ
る
が
、
学
校
が
開
放
さ

れ
る
こ
と
で
管
理
等
の
課
題
が

あ
る
。
現
在
、
片
瀬
中
学
校
で

開
放
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
今
後

の
課
題
解
決
に
努
め
、
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
防
災
備
蓄
の
整
備
に
つ

い
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品

を
充
実
さ
せ
、
必
要
と
す
る
方

に
確
実
に
届
く
体
制
を
整
え
る

べ
き
だ
が
、
備
蓄
の
状
況
と
対

応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
本
市
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
品
の
備
蓄
は
、
ア
ル
フ
ァ

米
の
お
か
ゆ
が
約
１
万
１
千
食

と
、
粉
ミ
ル
ク
が
１
０
４
缶
で

あ
る
。
ア
ル
フ
ァ
米
に
つ
い
て

は
、
長
期
保
存
食
の
ク
ラ
ッ
カ

ー
を
食
べ
に
く
い
と
い
う
高
齢

者
や
、
流
動
食
が
必
要
な
幼
児

に
有
効
で
あ
る
ほ
か
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
に
も
活
用

で
き
る
た
め
備
蓄
し
て
い
る
。

ま
た
、
粉
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
も
、

通
常
の
粉
ミ
ル
ク
と
は
別
に
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
製
品
の
備
蓄
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
食
品

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
避
難
施

設
の
あ
る
備
蓄
倉
庫
に
お
お
む

ね
保
管
し
て
い
る
。

　

今
後
、
備
蓄
物
資
の
使
用
の

際
に
一
目
で
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
品
と
わ
か
る
よ
う
な
形
で
表

示
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
避

難
施
設
運
営
委
員
会
等
を
通
じ

て
、
自
主
防
災
組
織
等
の
中
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
を
含
め

た
要
配
慮
者
に
対
し
て
の
配
慮

を
持
っ
た
視
点
で
避
難
所
の
運

営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
食
品
の

使
用
に
関
す
る
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

信
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
も

の
で
、
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機

に
つ
い
て
は
、
団
員
同
士
の
連

絡
手
段
や
活
動
内
容
の
確
認
等

に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
無
線
機
を
消
防
団
に
配

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
現

場
で
の
円
滑
な
無
線
運
用
が
可

能
と
な
り
、
災
害
情
報
の
共
有

化
や
、
指
示
命
令
系
統
の
統
一

化
が
図
ら
れ
、
効
率
的
な
部
隊

運
用
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

台
風
な
ど
の
警
戒
活
動
時
や
災

害
時
に
お
い
て
、
団
員
同
士
の

緊
急
時
の
連
絡
手
段
が
確
実
に

確
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
消
防
団

員
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
藤
沢
市
消
防
団
無

線
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
無
線
の
取
り
扱

い
を
含
め
た
交
信
研
修
や
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
し
、
迅
速
で

的
確
な
災
害
情
報
の
共
有
化
を

図
り
、
円
滑
な
無
線
運
用
体
制

の
構
築
に
努
め
て
い
く
。

　
が
ん
検
診
の
受
診
率
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
健
康
寿

命
日
本
一
の
目
標
を
達
成
す
る

上
で
大
切
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

普
及
啓
発
に
取
り
組
む
の
か
聞

き
た
い
。

　
受
診
率
向
上
に
向
け
た

普
及
啓
発
と
し
て
は
、
広
報
ふ

じ
さ
わ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

成
人
検
診
の
お
知
ら
せ
な
ど
の

全
戸
配
布
の
ほ
か
、
受
託
医
療

機
関
で
あ
る
藤
沢
市
医
師
会
と

連
携
し
て
が
ん
検
診
啓
発
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
周
知
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
３
月
に
健

康
づ
く
り
推
進
事
業
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
た
全
国
健
康
保

険
協
会
神
奈
川
支
部
に
続
き
、

29
年
２
月
に
は
住
友
生
命
保
険

相
互
会
社
湘
南
支
社
と
が
ん
検

診
の
受
診
率
向
上
及
び
健
康
づ

く
り
の
推
進
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
。
協
定
の
内
容
は
、

市
民
へ
の
が
ん
検
診
受
診
啓
発

や
従
業
員
に
対
す
る
が
ん
検
診

の
受
診
勧
奨
等
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
く
。
今
後
も

受
診
率
向
上
に
向
け
て
周
知
啓

発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ

支
援
事
業
補
助
金
が
創
設
さ
れ

た
が
、
人
材
確
保
、
離
職
防
止

に
資
す
る
の
か
、
ま
た
、
費
用

対
効
果
、
対
象
者
の
条
件
及
び

基
準
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
保
育
士
の
宿
舎
借
り
上

げ
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
を
活
用
し
、
物
件
１
戸
当
た

り
月
額
８
万
２
千
円
を
上
限
に
、

国
が
２
分
の
１
、
市
が
４
分
の

１
、
設
置
者
側
が
４
分
の
１
を

負
担
す
る
も
の
で
、
今
回
26
施

設
を
対
象
と
し
た
。
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
26
施
設

の
保
育
士
に
つ
い
て
は
費
用
が

補
填
さ
れ
る
た
め
、
保
育
士
の

離
職
防
止
、
確
保
に
一
定
の
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
国

の
要
綱
に
沿
い
、
市
が
定
め
る

予
定
で
あ
る
。
国
は
採
用
５
年

以
内
の
保
育
士
と
す
る
現
在
の

対
象
を
拡
充
す
る
考
え
を
示
し

て
い
る
が
、
本
市
も
同
様
の
対

象
と
す
る
か
は
各
施
設
に
お
け

る
保
育
士
の
配
置
状
況
や
平
成

29
年
度
の
採
用
状
況
を
見
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
対

象
物
件
に
つ
い
て
も
、
原
則
は

市
内
の
物
件
が
補
助
対
象
と
考

え
て
い
る
が
、
市
境
に
保
育
所

が
設
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
各

事
業
者
の
状
況
も
考
慮
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

平成29年度予算等特別委員会委員

消
防
団
へ
の
無
線
配
備

円
滑
な
体
制
を
構
築

が
ん
検
診
の
周
知
啓
発

協
定
等
に
よ
り
連
携

災
害
用
食
品
の
備
蓄

ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
は

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ

離
職
防
止
等
を
図
る

ガイドブックを作成
学校図書館の運営
子どもの読書活動を推進する

市
政
運
営
の
総
合
指
針
２
０
１
６
の

改
定
に
つ
い
て
報
告

質
問

　

議
員
全
員
協
議
会
は
、
２

月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
市
政

運
営
の
総
合
指
針
２
０
１
６

の
改
定
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
こ
れ
に
対
し
、
質
疑
を

行
っ
た
。

　

 

〈
市
の
説
明
〉

　

今
回
の
改
定
に
当
た
り
、

市
民
か
ら
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
ほ
か
、
郷
土
づ
く
り

推
進
会
議
、
地
区
全
体
集
会

な
ど
で
意
見
を
伺
う
と
と
も

に
、
庁
内
で
は
13
回
の
改
定

委
員
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
会
の
間
に
は
各
部

課
で
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

い
た
だ
い
た
意
見
や
現
行
の

指
針
の
評
価
等
を
も
と
に
最

〇
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

現
教
育
長
で
あ
る
藤
沢
市

教
育
委
員
会
委
員
が
、
平
成

29
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

な
教
育
長
を
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
29
年
４
月
１
日
か

ら
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
。

・
平
岩
多
恵
子
氏
（
藤
沢
市

在
住
）

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

藤
沢
市
教
育
委
員
会
委
員

終
案
を
ま
と
め
、
名
称
を
「
藤

沢
市
市
政
運
営
の
総
合
指
針
２

０
２
０
―
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
藤

沢
を
目
指
し
て
―
」
と
し
た
。

　

最
終
案
の
全
体
構
成
は
、「
は

じ
め
に
」「
第
１
章
基
本
方
針
」

及
び
「
第
２
章
重
点
方
針
」
と

し
て
い
る
。「
は
じ
め
に
」
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
現
状
と
見

通
し
等
を
示
し
、
基
本
方
針
に

つ
い
て
は
、
策
定
の
背
景
と
意

義
、
構
成
と
期
間
、
長
期
的
な

視
点
と
し
て
の
目
指
す
都
市
像

と
基
本
目
標
を
位
置
づ
け
、
現

行
の
項
目
を
継
承
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
重
点
方

針
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
の

長
期
的
な
視
点
を
踏
ま
え
た
上

で
、
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
テ
ー

マ
ご
と
に
喫
緊
の
課
題
に
対

応
す
る
重
点
施
策
を
位
置
づ

け
た
も
の
で
あ
る
。

　

重
点
施
策
に
基
づ
き
今
後

４
年
間
に
重
点
的
に
取
り
組

む
事
業
と
予
算
見
込
み
額
等

に
つ
い
て
記
載
し
た
重
点
事

業
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
１
３
８
事
業
か
ら
45
事

業
減
の
93
事
業
を
選
定
し
た
。

財
政
的
な
裏
づ
け
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
行
財
政
改
革
の

中
で
財
源
を
し
っ
か
り
と
生

み
出
し
な
が
ら
最
優
先
事
業

と
し
て
確
実
な
実
施
に
努
め

て
い
く
。
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
は
別
冊
と
し
て
今
後
作

成
す
る
事
業
集
に
位
置
づ
け

て
い
き
、
第
２
次
公
共
施
設

再
整
備
プ
ラ
ン
の
第
２
期
短

期
プ
ラ
ン
と
の
整
合
を
図
る

と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の

効
果
を
得
な
が
ら
毎
年
度
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

の
１
人
が
、
平
成
29
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
新
た
な
委
員
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
29
年
４
月
１
日
か
ら

33
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
。

・
飯
島
広
美
氏
（
藤
沢
市
在
住
）

〇
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

藤
沢
市
監
査
委
員
の
１
人
が
、

平
成
29
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

な
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。 　

任
期
は
29
年
４
月
１
日
か

ら
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
永
井
俊
二
氏
（
藤
沢
市
在

住
）

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

藤
沢
市
域
の
人
権
擁
護
委

員
の
２
人
が
、
平
成
29
年
６

月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
候
補
者
を
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
29
年
７
月
１
日
か

ら
32
年
６
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
。

・
櫻
井
光
雄
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

・
桒
山
直
子
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

ロボット製作により、楽しみながら知識や体験を得る

平 成

の

2

あ

9

ら

年

ま

度

し

予 算
査審


